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特集 碑に刻まれた「平和」への祈り
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■　

昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
悲
劇

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
、
終
戦
の
ま
さ
に
前
日
に
当
た

る
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
四
日
、
岩
国
と

光
の
二
つ
の
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
米
軍
Ｂ
29
編
隊

の
空
襲
を
受
け
、
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

光
で
は
、
海
軍
工
廠
が
標
的
と
な
り
、
県
内
の
学
校
か

ら
動
員
さ
れ
た
学
徒
や
挺
身
隊
の
人
た
ち
も
そ
の
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。

　
『
光
市
史
』（
一
九
七
五
）
は
、
同
日
午
前
十
時
頃
、

先
に
空
襲
を
受
け
た
岩
国
の
被
害
（
死
者
五
一
七
名
、

負
傷
者
八
五
九
名
、
行
方
不
明
者
一
三
〇
名
）
に
つ
い

て
触
れ
、
続
い
て
「
そ
の
う
ち
に
敵
機
は
退（岩
国
か
ら
）

散
を
開
始

し
、
光
地
方
の
警
報
も
二
時
間
ば
か
り
で
解
除
と
な
っ

た
。
ち
ょ
う
ど
昼
食
時
の
こ
と
で
あ
り
、
工
廠
で
は
動

員
学
徒
を
は
じ
め
、
従
業
員
一
同
が
ほ
っ
と
し
た
思
い

で
廠
内
に
帰
り
、
箸
を
と
っ
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
突
然
Ｂ
29
の
編
隊
が
姿
を
現
し
、
工
廠
の
諸
施

設
め
が
け
て
爆
弾
投
下
を
開
始
し
た
。
延
べ
約
百
五
十

機
の
五
回
に
わ
た
る
波
状
攻
撃
で
工
廠
は
壊
滅
的
損
害

を
う
け
、
…
」
と
、
避
け
が
た
い
不
運
が
重
な
っ
た
こ

と
や
、
凄
惨
な
攻
撃
の
様
子
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

犠
牲
者
は
七
三
八
名
と
さ
れ
、
そ
の
内
訳
は
、『
回
想

の
譜　

光
海
軍
工
廠
』（
一
九
八
四
、
光
廠
会
編
）
に
よ

る
と
、
軍
人
五
一
名
、
軍
属
五
五
四
名
、
学
徒
一
三
三

名
（
男
子
四
八
名
、
女
子
八
五
名
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
山
口
県
立
熊
毛
南
高
等
学
校
百
年
史
』（
二
〇
〇
二
）

は
、
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
、
県
知
事
、

遺
族
、
学
校
関
係
者
ら
の
参
列
で
行
わ
れ
た
学
校
葬
の

様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。「『
終
戦
が
も
う
一
日
早
か
っ

た
ら
』
と
誰
も
が
無
念
さ
を
か
み
し
め
た
。」
と
、
不

運
を
歎
く
言
葉
に
は
、
本
当
に
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

■　

慰
霊
碑
の
建
立

　

戦
後
に
な
る
と
、
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
を
供
養
す
る

た
め
、
追
悼
式
や
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
関
係
者

の
努
力
に
よ
っ
て
、
慰
霊
碑
の
建
立
も
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
の
光

海
軍
工
廠
空
襲
被
害
動
員
学
徒
を
悼
ん
で
建
て
ら
れ
た

慰
霊
碑
と
し
て
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
も
の
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。
表
中
の
所
在
地
（
学
校
）
名
は
現
在

の
も
の
で
あ
り
、
慰
霊
碑
建
立
時
の
学
校
名
と
は
異
な

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

分類 慰霊碑の名称 所在地（学校） 当時の学校名

犠牲者数

建立年月日８月14日の空
襲被害による その他

女 男
1

高等女
学校等
・
旧制
中学校

動員学徒戦没之碑 熊毛南高等学校 熊毛高等女学校 22 昭和33年11月22日
2 乙女椿の碑 防府高等学校 防府高等女学校  8 昭和41年12月 4日
3 殉国諸嬢顕彰之碑 誠英高等学校 三田尻高等女学校  8 昭和42年 5月22日
4 純真の碑 中村女子高等学校 中村高等女学校 33 昭和43年12月 3日
5 光潮碑 光高等学校 光中学校  3 昭和44年 8月17日
6 殉難の碑 柳井学園高等学校 柳井女子商業専修学校  （2）  （4） 昭和44年10月
7 動員学徒犠牲者の碑 山口高等学校 山口中学校 16  2 昭和47年 8月12日

8 紅 柳井高等学校 柳井中学校  4  2 昭和47年12月 3日柳井高等女学校 12
9 大津中健児之碑 大津緑洋高等学校 大津中学校  3 昭和62年 8月14日
10

国民
学校

学徒之碑 上関小学校 上関国民学校  8 不明
11 慰霊碑 祝島東浜海岸 祝島国民学校  8 12 不明
12 悠久 光井小学校 光井国民学校  6 昭和48年 8月14日

光海軍工廠での空襲犠牲者となった動員学徒らを悼んで建立された慰霊碑

各学校資料・自治体史等を参考に作成。（　）内の数字は『柳井市史』から推定。建立年月日は、除幕式・碑文の日付等による。

 
特
集  

碑
に
刻
ま
れ
た
「
平
和
」
へ
の
祈
り

　

今
年
は
、
戦
後
七
〇
年
の
節
目
の
年
で
す
。「
平
和
」
を
願
う
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
も
戦
争
に
関
連
す
る
多
く
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、「
平
和
」
に
つ
い
て
、
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
県
内
の
学
校
に
建
立
さ
れ
た
慰
霊
碑
を
取
り
上

げ
、
平
和
へ
の
願
い
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
思
い
起
こ
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■　
「
平
和
」
へ
の
願
い
を
つ
な
ぐ

　

今
回
、
こ
の
特
集
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
私
た
ち
の

身
近
な
場
所
に
も
、
多
く
の
慰
霊
碑
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
石
碑
は
、

長
い
年
月
を
越
え
て
、
遠
い
未
来
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
最
強
の
媒
体
と
言
え
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
津
波
被
害
の
検
証
の
中
で
、
数
百
年
前
の
石
碑
や
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
承
が
、
私
た
ち
子
孫
が
難
か
ら

逃
れ
る
こ
と
を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
注
目
さ
れ

た
こ
と
で
し
た
。
慰
霊
碑
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を

追
悼
す
る
と
と
も
に
、
二
度
と
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
、
平
和
を
願
う
思
い
を
、
後
世
に

つ
な
い
で
い
く
た
め
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
七
〇
年
目
の
節
目
に
、
慰
霊
碑
を
訪
ね
、
今
一

度
、
平
和
な
時
代
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
平

和
な
社
会
を
維
持
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
津
枝
）

当
時
、「
殉
国
諸
嬢
顕
彰
之
碑
」
建
立
計
画
を
進
め
て

い
た
中
野
貞
介
校
長
は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
十
九
日

付
け
の
『
防
長
新
聞
』
に
、「
わ
ず
か
十
六
、
七
才
の

少
女
た
ち
が
〝
お
国
の
た
め
に
…
〟
の
一
念
か
ら
け
な

げ
に
校
門
を
出
て
行
っ
た
時
の
姿
は
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
の
中
の
八
人
が
爆
弾
の
直
撃
や
破
片
を
受

け
て
痛
ま
し
い
姿
に
な
ろ
う
と
は
…
。
八
人
の
清
ら
か

な
少
女
た
ち
は
い
ま
で
も
私
の
胸
の
中
に
生
き
て
い
る
。

重
苦
し
い
追
憶
の
糸
を
く
り
な
が
ら
、
清
純
な
ま
ま
散

っ
て
い
っ
た
こ
の
殉
国
の
花
を
顕
彰
し
深
い
追
悼
の
意

を
さ
さ
げ
る
た
め
顕
彰
碑
の
建
立
を
計
画
し
た
。」
と
、

そ
の
思
い
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
、
大
津
高
等
学
校
（
現
・

大
津
緑
洋
高
等
学
校
）
に
、「
大
津
中
健
児
之
碑
」
が

建
て
ら
れ
ま
す
。
光
廠
会
の
会
報
で
あ
る『
平
和
の
光
』

第
六
号
（
一
九
八
八
）
で
は
、
こ
の
こ
と
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
会
報
を
通
じ
て
他
の
学
校
で
の
慰
霊
碑

建
立
の
様
子
を
知
っ
た
有
志
が
発
起
人
と
な
り
、
実
現

に
至
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

各
高
等
学
校
に
残
る
慰
霊
碑
は
、
創
立
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
端
緒
と

な
っ
た
の
が
熊
毛
南
高
等
学
校
で
す
。
昭
和
三
十
三
年

の
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
際
、「
動
員
学
徒
戦
没

之
碑
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
掲
『
百
年
史
』
に
よ
る
と
、
碑
に
は
、
終
戦
当
時

の
校
長
で
あ
っ
た
岡
島
正
平
さ
ん
の
言
葉
が
、
建
立
当

時
同
校
の
教
諭
で
あ
っ
た
藤
原
勝
さ
ん
の
書
に
よ
り
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
藤
原
さ
ん
は
、
愛
娘
を
失
わ
れ
た
御

遺
族
の
一
人
で
も
あ
り
、
悲
し
み
を
綴
っ
た
手
記
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
揮
毫
に
臨
ま
れ
る
胸
中
は
い
か
ば
か

り
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

■　

昭
和
四
十
年
代
以
降
の
慰
霊
碑

　

空
襲
か
ら
十
五
年
の
節
目
と
な
る
昭
和
三
十
五
年
に

は
、
光
市
に
よ
っ
て
、
工
廠
殉
難
者
七
三
八
名
と
、
人

間
魚
雷
「
回
天
」
特
別
攻
撃
隊
員
の
犠
牲
を
追
悼
す
る

慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
熊
毛
南
高
校
を

除
く
県
内
の
高
校
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
に
、
慰

霊
碑
の
建
立
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

三
田
尻
女
子
高
等
学
校
（
現
・
誠
英
高
等
学
校
）
で
、

「
國
が
戦
に

 　
苦
し
み
を　

極
め
し
日

 

純
く
雄
々
し
き　

心
も
て

 

起
ち
て
ゆ
き
た
る　

處
女
ら
よ

 　
　
　
　
　
　
　

再
び
語
ら
ざ
る
」

�

「
動
員
学
徒
戦
没
之
碑
」
よ
り　
　

�

（
熊
毛
南
高
等
学
校
）

「大津中健児之碑」（大津緑洋高等学校
大津校舎／長門市）

「殉国諸嬢顕彰之碑」（誠英高等学校／
防府市）
題字の八文字は佐藤栄作総理大臣（当
時）が揮毫
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遺
跡
調
査
に
記
さ
れ
た
街
角
再
発
見
の
視
点

　
「
こ
こ
に
は
何
も
な
い
か
ら
ね
え
」
―
―
地
域
を
訪
ね
歩
く
と
、
地
元
の

方
々
の
こ
う
し
た
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
県
内
各
市
町
村
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
幕

末
維
新
関
連
遺
跡
調
査
に
よ
る
と
、
計
五
六
三
か
所
も
の
関
連
遺
跡
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
な

名
所
旧
跡
を
持
つ
観
光
地
ば
か
り
で
な
く
、
県
下
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
幕
末

維
新
関
連
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
田
万
川
町
江
崎
（
現
・
萩
市
）
か
ら
は
、
伊
能
忠
敬
の
部
下
が

宿
泊
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
廻
船
問
屋
跡
が
、
ま
た
玖
珂
町
阿
山
（
現
・
岩
国
市
）
か
ら

は
、
吉
田
松
陰
が
通
過
し
た
と
考
え
ら
れ
る
街
道
筋
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財

登
録
件
数
の
多
い
少
な
い
で
は
な
く
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
大
切
に
語
り
伝
え

よ
う
と
い
う
意
識
こ
そ
が
大
切
な
の
で
す
。

　

あ
な
た
の
生
活
圏
を
手
始
め
に
、
県
下
の
幕
末
維
新
期
の
足
跡
を
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
明
治
維
新
と
い
う
壮
大
な
社
会
変
革
は
、
県
下
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
、
様
々
な
階

層
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
て
み

ま
し
ょ
う
。�

（
担
当　

北
林
・
渡
部
・
村
里
）

　

萩
藩
の
諸
職
・
諸
制
度
の
成
立
は
い
つ
？

　

各
藩
の
役
所
や
役
職
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
制
度
は
、
近
世
中
後
期
の

あ
り
方
か
ら
解
説
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
成
立
や
初
期
の
実
態
に
つ
い

て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

萩
藩
の
場
合
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
既
刊
『
史
料
編　

近
世
２
』

の
解
説
で
は
、
加
判
役
や
諸
職
の
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
成
り
立
ち
に
触
れ

て
い
ま
す
。
関
ヶ
原
戦
後
、
防
長
両
国
に
減
封
と
な
っ
た
毛
利
氏
は
、
対
幕
府
関
係
に

神
経
を
使
い
つ
つ
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
藩
の
体
制
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
行
政
区
画
で
あ
る
宰
判
制
度
は
、
当
初
は
所
務
代
（
代
官
）
個
人
の
請
負

的
な
要
素
が
強
く
、
宰
判
名
は
「
何
某
宰
判
」
と
所
務
代
の
名
前
を
付
し
た
呼
び
方
を

さ
れ
、
後
の
宰
判
よ
り
も
狭
い
領
域
を
管
轄
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
職
務
を
任
せ
た
家

臣
個
人
の
力
量
に
藩
（
毛
利
氏
）
も
期
待
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
年
月
を
重

ね
、
次
第
に
法
制
の
整
備
や
先
例
の
蓄
積
が
進
み
、
人
材
育
成
の
機
能
も
内
包
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宰
判
が
組
織
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

近
世
前
期
は
史
料
の
制
約
が
あ
り
、
そ
の
た
め
詳
し
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
場
合
が

多
く
、
少
し
ず
つ
研
究
を
進
め
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
編
さ
ん
事
業
終
了
後
も
こ

の
よ
う
な
課
題
は
残
り
ま
す
。�

（
担
当　

河
本
・
宮
﨑
・
小
田
）

近　世　部　会

明　治　維　新　部　会

「立野庄屋六郎右衛門・畔頭久左衛門連署
御理申上事」の端裏書（右）と冒頭部分
（毛利家文庫 遠用物近世前期301、山口県
文書館蔵）
　承応３年（1654）６月３日の願書で、
冒頭に「三嶋九郎右衛門様御才判」とあ
る。
　寄組清水氏の給領立野村の庄屋・畔頭
が、熊毛郡小周防村での新井手・新溝設
置の結果として生じた「捨り水」の利用
を願い出たもの。
　『史料編　近世２』法制245として掲載。

旧廻船問屋大中屋（萩市田万川地域）

旧山陽道の町並み（岩国市玖珂町）

部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
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４
つ
の
「
Ｈ
」
と
ク
ロ
ー
バ
ー

　

戦
後
、
農
林
水
産
業
か
ら
生
活
・
教
育
に
至
る
幅
広
い
分
野
で
積
極
的
に

展
開
さ
れ
た
「
農
山
漁
村
新
生
運
動
」
は
、
他
県
に
類
を
見
な
い
山
口
県
独

自
の
活
動
の
一
つ
で
、
こ
の
運
動
を
担
っ
た
の
が
、
若
い
世
代
を
中
心
に
結

成
さ
れ
た
「
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
二
月
時

点
で
、
県
下
に
二
二
二
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数
四
三
九
八
名
を
擁
し
て

い
ま
し
た
（『
昭
和
二
十
六
年
度
農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
年
報
』）。
ア
メ
リ
カ
を
起
源
と

す
る
活
動
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
生
産
活
動
・
文
化
活
動
）
を
設
定
し
、「
実
践
に
よ

っ
て
学
ぶ
こ
と
（learning by doing

）」
を
基
本
と
し
、
農
業
技
術
の
普
及
や
発
展

は
も
と
よ
り
、
生
活
や
文
化
意
識
の
向
上
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

４
つ
の
「
Ｈ
」
は
、
信
条
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
、
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
手
）、
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ
（
頭

脳
）、
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
心
）、
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｈ
（
健
康
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
Ｌ
・
ワ
レ
ン
の
『
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
活
動
の
組
織
』（
一
九
四
八
）
に
よ

る
と
、「
全
米
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
標
章
は
、
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
一
枚
々
々
の
葉
に
、

Ｈ
と
い
う
文
字
を
配
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
標
色
は
緑
と
白
で
あ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

県
内
で
も
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
標
章
を
も
と
に
、
図
案

化
さ
れ
た
山
口
県
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
標
章
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

（
担
当　

津
枝
・
瀬
崎
・
中
野
・
河
村
）

　

前
原
一
誠
か
ら
の
書
簡

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
花
燃
ゆ
』
に
も
登
場
し
、明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

に
起
こ
っ
た
「
萩
の
乱
」
の
首
謀
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
前
参
議
前
原
一

誠
の
直
筆
と
さ
れ
る
書
簡
が
下
関
市
立
長
府
博
物
館
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
書
簡
は
、
和
智
精
一
と
い
う
人
物
に
宛
て
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
信

頼
す
る
配
下
で
し
た
が
、「
萩
の
乱
」
当
時
は
県
吏
と
な
っ
て
い
た
和
智
た

ち
の
身
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
を
懸
念
し
、
急
い
で
し
た
た
め
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
付
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
封
筒
の
表
書
き
の
記
載
な
ど
を
も
と
に
他
の
文
献
か

ら
推
測
す
る
と
、
十
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
萩

市
中
で
戦
い
が
始
ま
っ
た
三
十
一
日
の
夕
刻
、
前
原
は
天
皇
に
直
訴
す
る
た
め
、
ひ
そ

か
に
一
部
の
同
志
と
共
に
船
で
島
根
県
境
の
江
崎
に
移
動
し
て
お
り
、
多
く
の
同
志
と

は
別
の
行
動
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

書
簡
に
書
か
れ
て
い
る
処
罰
に
つ
い
て
の
情
報
内
容
が
、
実
際
と
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
（
首
謀
者
と
幹
部
の
範
囲
に
限
定
）
こ
と
か
ら
、
前
原
の
得
た
情
報
が
正
し
か

っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
聞
き
知
っ
た
情
報
を
す
ぐ
に
行
動
に
結
び
つ
け
て
い
る
と

こ
ろ
や
、
か
つ
て
の
同
志
を
気
遣
う
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
、
前
原
の
人
と
な
り
の
一
端
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
の
一
つ
だ
と
言
え
ま
す
。

�

（
担
当　

岩
瀬
・
淺
川
・
古
屋
）

近　代　部　会

現　代　部　会

前原一誠直筆とされる書簡
（「前原一誠尺牘」下関市立長府博
物館蔵）

精
一
様　
　
　
　
　

一
誠

　
　
　

拝
啓

　

石
川
祐
助
か
ら
粟
屋
左
門
へ

の
伝
言
で
は
、
長
屋
藤
翁
、（
曽

根
）
采
亮
は
除
族
懲
役
、
長
屋

又
助
も
不
審
（
嫌
疑
）
が
掛
か

っ
て
い
る
。
小
生
及
び
伊
藤
そ

の
外
は
斬
罪
と
決
議
さ
れ
た
。

オ
ソ
ロ
シ
キ
事
だ
。
頓
に
ご
承

知
と
思
う
が
お
心
得
の
為
に
一

寸
申
し
上
げ
る
。 

 

御
一
笑
〃
〃

「山口県４Ｈクラブ連絡協議会」のク
ラブ旗（昭和32年、山口県蔵）
中央に「山口」の文字が配されている。

上記のクラブ旗とは異なる図柄
『農村青少年クラブ（４Ｈクラブ）
とはどんなクラブか』（山口県農村
青少年クラブ連絡協議会）の表紙
中央に県章が配されている。時期は
不明。

部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
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天
花
火
薬
製
造
所
爆
発
事
件

　

大
内
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
山
口
市
大
殿
大
路
の
龍
福
寺
。

こ
こ
に
幕
末
維
新
期
の
歴
史
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
慶
応
三
年
（
一
八
六

七
）
三
月
十
七
日
に
火
薬
庫
の
爆
発
事
故
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の
合

葬
墓
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
合
薬
調
製
場
」
と
呼
ば
れ
る
火
薬
製
造
所
が
あ
っ
た
の
は
、
萩
往

還
に
面
す
る
山
口
市
天て
ん

花げ

の
地
で
す
。
一
の
坂
川
の
水
力
を
利
用
し
て
器
械
を
動
か
し
、

銃
砲
に
用
い
る
火
薬
原
料
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。「
忠
正
・
忠
愛
両
公
伝
考
証
」（
山
口

県
文
書
館
蔵
）
に
は
、
即
死
者
の
数
と
と
も
に
「
此
朝
四
ツ
半
時
、
山
口
一
ノ
坂
口
合

薬
調
製
場
出
火
、九
ツ
時
鎮
火
、水
車
等
全
部
焼
失
」
と
記
さ
れ
、
爆
発
の
す
さ
ま
じ
さ

を
伝
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
龍
福
寺
に
葬
ら
れ
た
こ
と
か
ら
は
、
こ
こ
に
藩
の
出
先
機

関
が
あ
っ
た
こ
と
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
頃
、
萩
の
洋
学
・
医
学
の
研
究

所
だ
っ
た
好
生
堂
が
、山
口
の
龍
福
寺
境
内
に
移
さ
れ
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
る
の
で
す
。

県史アラカルト　　11

犠牲者の合葬墓（山口市龍福寺）

　

こ
の
事
故
の
犠
牲
者
は
十
六
名
で
、藩
主
の
側
近
が
残
し
た
公
務
日
記
（「
柏
村
日
記
」

山
口
県
文
書
館
蔵
）
に
記
さ
れ
た
犠
牲
者
の
出
身
地
と
名
前
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
表
を
見
る
と
、事
故
の
悲
惨
さ
が
胸
に
迫
っ
て
き
ま
す
。
犠
牲
者
が
「
十
六
名
」

と
い
う
単
な
る
数
字
で
は
な
く
、「
人
」
で
あ
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
る
た
め
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
山
口
地
区
だ
け
で
な
く
、
大
島
郡
や
奥
阿
武
郡
か

ら
も
働
き
に
来
て
い
る
こ
と
、
身
分
を
越
え
て
農
民
も
町
人
も
製
造
に
従
事
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
四
境
戦
争
が
止
戦
と
な
っ
た
後
も
大
が
か
り
な
火
薬

製
造
が
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
は
、
幕
府
の
権
威
が
地
に
堕
ち
て
い
た
こ
と
を
間

接
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
事
故
の
あ
っ
た
五
日
後
の
三
月
二
十
二
日
に
施せ

餓が

鬼き

会え

が
催
さ
れ
て
お
り
、

翌
日
、
犠
牲
者
の
遺
族
に
は
米
五
俵
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
戦
死
者

と
同
格
と
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
史
料
に
よ
る
と
、
続
柄
は
「
倅せ

が
れ」

と
あ
る
者

が
三
名
、「
次
男
」「
三
男
」「
弟
」
と
あ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
あ
り
、
ま
だ
所

帯
を
持
た
な
い
青
年
た
ち
、
あ
る
い
は
子
ど
も
も
含
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（「
御
褒
美
控
」・「
諸
記
録
綴
込
」
山
口
県
文
書
館
蔵
）
帰
ら
な
い
息
子
の
代
わ
り
に
米
五

俵
が
軒
下
に
届
け
ら
れ
た
父
母
の
心
境
は
、
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
合
葬
墓
は
龍
福
寺
墓
地
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
だ
け
で
す
。
案
内
表
示
な
ど
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
少
し
だ
け
背
景
を
踏
ま
え
て
眺
め
る
と
、
激
動
期
の
わ
が
国
に
は
、
そ

れ
を
支
え
た
「
人
」
の
活
躍
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
歴
史
は
ド
ラ
マ
や

映
画
に
描
か
れ
る
よ
う
な
英
雄
史
だ
け
で
語
り
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た

民
衆
を
含
む
、
個
々
人
の
営
み
の
総
体
な
の
で
す
。�

（
北
林
）

出身地 身分 名前 出身地 身分 名前

大島郡浮島江浦 百姓

佐次郎 山口上金古曽町 町人 半次郎
忠助

山口下金古曽町 町人
助十郎

虎蔵 嘉助
亦吉 辰蔵
新蔵 山口下立小路 町人 吉蔵

大島郡久賀村 百姓 藤助 熊吉
伊助 山口宮野桜畠村 百姓 伊三郎

奥阿武郡福田村 百姓 亀蔵 山口黒川村 百姓 勝次郎

爆発事故による犠牲者

（「柏村日記」を参考に作成）

遺族には「米五俵宛」が支給
された。

「倅」「次男」「三男」「弟」と
記されている。犠牲者の名前
が表とは違っており、当時の
混乱ぶりがうかがわれる。
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二
〇
一
〇
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
龍
馬
伝
』
の
脚
本
を
書
き
ま
し
た
。

　

幕
末
の
お
話
で
す
か
ら
当
然
長
州
が
舞
台
に
な
る
回
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
僕
は
こ
の

機
会
に
、
亡
く
な
っ
た
祖
母
が
よ
く
使
っ
て
い
た
「
の
ん
た
」
と
い
う
方
言
を
ド
ラ
マ

の
中
で
使
っ
て
全
国
区
に
し
て
や
ろ
う
と
目
論
み
ま
し
た
が
、「
そ
れ
は
周
防
の
方
言

で
、
長
州
で
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
、
あ
え
な
く
諦
め
る
こ
と
に
…
…
。

僕
は
自
分
の
無
知
を
恥
じ
る
と
同
時
に
、「
僕
は
自
分
は
長
州
人
だ
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
僕
が
生
ま
れ
育
っ
た
周
南
市
は
実
は
長
州
と
は
言
え
な
い
の
か
」
と
小
さ
く
愕
然

と
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
吉
田
松
陰
、
桂
小
五
郎
、
高
杉
晋
作
と
い
っ
た
長
州
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち

が
登
場
す
る
シ
ー
ン
を
書
く
と
き
は
、
や
は
り
力
が
入
り
ま
し
た
。『
龍
馬
伝
』
を
書

く
に
あ
た
っ
て
改
め
て
勉
強
す
る
と
、
あ
の
時
代
に
あ
っ
て
長
州
が
他
藩
を
置
き
去
り

に
す
る
ほ
ど
の
先
進
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
独

立
の
精
神
に
富
ん
で
い
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
っ
た
も
の
で
す
。

　

僕
が
『
龍
馬
伝
』
の
中
で
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
シ
ー
ン
は
、
第
六
話
「
松
陰
は
ど

こ
だ
？
」
の
回
。
黒
船
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
松
陰
が
、
龍
馬
に
言
い
放
ち
ま
す
。

　

｢

見
ろ
！
（
両
手
を
広
げ
）
僕
に
は
言
い
訳
な
ど
何
も
な
い
ぞ
！　

ど
ん
な
運
命
が

待
っ
ち
ょ
ろ
う
と
後
悔
せ
ん
。
僕
が
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
黒
船
に
乗
り
込
ん
で
ア
メ

リ
カ
に
行
く
こ
と
じ
ゃ
！｣

　

僕
は
こ
の
台
詞
に
長
州
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
独
立
心
を
込
め
ま
し
た
。
そ
し
て

松
陰
役
の
生
瀬
勝
久
さ
ん
の
熱
演
で
素
晴
ら
し
い
シ
ー
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
を
書
い
て
以
来
、
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
講
演
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
も
『
龍
馬
伝
』
の
こ
と
を
聞
き
た
い
と
い
う
方
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
僕
は
、
講
演
の
中
で
「
日
本
を
変
え
た
長
州
」
を
さ
り
げ

な
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

『
龍
馬
伝
』
か
ら

�

脚
本
家
　
福
　
田
　
　
靖

ふるさと山口・30

大
内
文
化
探
訪
会

　

本
会
は
中
世
の
守
護
大
名
・
大
内
氏
の
大
内
文
化
遺
跡
等
の

文
献
的
研
究
及
び
現
地
探
訪
を
行
い
、
会
員
の
生
涯
学
習
と
親

睦
、
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
五
十
七
年
十

二
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

大
内
氏
は
、
百
済
国
聖
明
王
の
第
三
子
、
琳
聖
太
子
を
始
祖
と
し
、
聖
徳
太
子
の
時

代
に
周
防
の
多
々
良
浜
に
上
陸
、
多
々
良
氏
と
称
し
て
山
口
大
内
に
居
を
定
め
た
、
と

の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
多
々
良
氏
の
足
跡
は
奈
良
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
、
周
防
国

衙
の
官
人
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
内
氏
は
、
十
四
世
紀
末
に
は
、
周
防
・
長
門
・
石
見
・
豊
前
・
和
泉
・

紀
伊
の
六
国
の
守
護
と
な
る
な
ど
勢
力
を
広
げ
、
応
仁
の
乱
で
は
、
西
軍
の
有
力
武
将

と
し
て
乱
の
終
結
の
た
め
大
い
に
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
軍
事
面
だ
け
で
な
く

文
化
面
に
も
力
を
入
れ
、
画
聖
雪
舟
を
招
き
山
水
画
を
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
連
歌

師
宗
祇
を
招
聘
し
「
新
撰
菟
玖
波
集
」
編
さ
ん
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
文
武
両
道
に
優
れ
て
活
躍
し
た
大
内
氏
の
足
跡
を
訪
ね
て
、
山
口
県
下

は
も
と
よ
り
中
国
地
方
、
京
都
や
和
歌
山
ま
で
探
訪
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
公
開
歴
史
講
座
を
年
間
五
回
開

催
し
、
市
民
の
啓
蒙
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
成
果
を
ま
と
め
会
誌
を
年
一
回
発
刊

し
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
研
修
部
・
探
訪
部
・
編
集
部
・

総
務
部
の
四
部
に
よ
っ
て
、
各
部
長
を
中
心

に
自
主
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
五

十
周
年
を
目
指
し
て
息
の
長
い
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
会
長　

兼
重　

元
）

連
絡
先  

山
口
市
湯
田
温
泉
三
丁
目
七
―
三

電　

話　

○
八
三
―
九
二
三
―
○
八
八
九

地域に根ざす・31

大内氏史跡のボランティア活動
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今
年
度
の
配
本
予
定
巻
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
『
通
史
編
　
近
代
』
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩

置
県
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
本
県
の
近
代
史
を
、

多
様
な
歴
史
的
要
因
に
目
配
り
し
つ
つ
、
三
方
が
海
に
開
け
て

い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
や
、
県
内
各
地
域
の
歴
史
的
展
開
を

踏
ま
え
、
幅
広
い
視
野
か
ら
描
き
出
し
ま
す
。

　
『
史
料
編
　
現
代
５
』
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
を
迎

え
る
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
か
ら
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
移

行
す
る
一
九
九
○
年
頃
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
、
戦
後
日
本
の
政
治
・

社
会
の
変
遷
の
中
で
、
山
口
県
域
の
政
治
・
行
財
政
・
社
会
・
教
育
・
文

化
・
世
相
が
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
史

料
を
収
録
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

県史刊行の
お
知
ら
せ

山口県史の構成・刊行計画（全41巻）
 【通史編】　　　　　　６巻
　　原始・古代
　　中　　　世
　　近　　　世
　　幕 末 維 新
　　近　　　代
　　現　　　代
 【民俗編】　　　　　　１巻
　　民　　　俗
 【史料・資料編】　　　33巻
　　考古１（原始）
　　考古２（古代以降）
　　古代　（古代史料）
　　中世１（記録）
　　中世２（県内文書１）
　　中世３（県内文書２）
　　中世４（県内文書３・県外文書・
　　　　　　文学資料）
　　近世１（政治１）
　　近世２（政治２）
　　近世３（経済１）
　　近世４（経済２）
　　近世５（文化）
　　近世６（諸家文書１）
　　近世７（諸家文書２）
　　幕末維新１（政治・社会１）
　　幕末維新２（政治・社会２）
　　幕末維新３（政治・社会３）
　　幕末維新４（政治・社会４）
　　幕末維新５（経済）
　　幕末維新６（軍事）
　　幕末維新７（文化・海外史料）
　　近代１（政治・社会・文化１）
　　近代２（政治・社会・文化２）
　　近代３（政治・社会・文化３）
　　近代４（産業・経済１）
　　近代５（産業・経済２）
　　現代１（県民の証言　体験手記編）
　　現代２（県民の証言　聞き取り編）
　　現代３（言論・文化　プランゲ文庫）
　　現代４（産業・経済）
　　現代５（政治・社会）
　　民俗１（民俗誌再考）
　　民俗２（暮らしと環境）
 【別　編】　　　　　　１巻
　　年表　　　　　　　　※　太字は既刊

山口県史だより　第32号
平成27年11月25日発行

編集・発行／山口県県史編さん室

　〒753-8501　山口市滝町１番１号
　TEL　083-933-4810

　FAX　083-933-4869

　
十
月
十
日
、
山
口
市
の
山
口

県
教
育
会
館
を
会
場
に
、
第
二

四
回
山
口
県
史
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
山
口
県
史
編
さ
ん

専
門
委
員
の
岸
本
覚
先
生
（
鳥

取
大
学
地
域
学
部
教
授
）
で
、「
明
治
維
新
と

宗
教
―
転
換
期
長
州
藩
に
み
る
寺
社
と
祭
祀

―
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
末
期
に
お
け
る
長
州
藩
の
宗
教
政

策
を
切
り
口
と
し
て
、
変
容
し
て
い
く
社
会
の

有
り
様
を
、
専
門
的
見
地
か
ら
語
ら
れ
た
講
演

内
容
は
、
大
変
興
味
深
く
、
参
加
者
か
ら
も
ご

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こちら
県史編さん室

第24回山口県史講演会開会のようす


